
楽器の物理 

１) ピアノとハープ 

〈ⅰ〉ピアノ 

 長さ lの弦の振動は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と表せた。弦の 0xx 
の場所をたたくとすると初期条件を 
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と与えることができる。このδをデルタ関数といい、次のことが成立する。 
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となる。初期の変位が 0なので
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となり、 nA
が得られる。よって、ピアノでの弦の振動がわかった。 

〈ⅱ〉ハープ 

 ハープは弦を引っ張って放す弦楽器なので弦を引く場所 0x とし、そこでの変位を 0u とす

ると、初期条件は次のように与えられる。 
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今回もピアノのときと同様に積分をして nn A, を求めると 
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が得られる。 

２) 円筒構造の楽器 

〈ⅰ〉フルート 

 フルートの構造は息を吹き付ける歌口と開いた指穴の両方が開端とみなせるので、円筒

内での圧力に対する平面派の波動方程式と境界条件は 
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となる。これを解くと 
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となる。 

〈ⅱ〉クラリネット 

 クラリネットは歌口が閉端、指穴が開端であるので境界条件は 
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となるので波動方程式を解くと 
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となる。 

３) 円錐構造の楽器 

〈ⅰ〉オーボエ 

 オーボエは歌口を頂点をする円錐形となっている。歌口は閉端、もう一方は開端である。

円錐管では、頂点を中心とする球面波で満たされ、開端部で反射した音波は内向きの球面

波として頂点に戻る。圧力に対する球面波の波動方程式と境界条件は 
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となる。   0,0 
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となる。 


